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機器分析を使った中学生職場体験事業 

２．職場体験実施要領 

３．「仕事を語る会」・・中学校の様子 ４．中学生の感想・今後の展開 

１．職場体験受け入れに向けて 

 この数年、職場体験受け入れ要請があり、受け入れを行うこと
にした。受け入れをするにあたり、2名の技術職員で何ができる
かを検討した。 

何ができ
る？ 

身近なモノ
の分析 

味の素・
塩・砂糖？ 

・機器:単結晶X線 
   CHN分析 
   NMR 
 
・液体窒素も使う？ 
 
・試料:グラニュー糖 
 

以上に決定！ 

技術提供できる
機器は？ 

時間配分は？ 
理解しやすくするには？ 

職
場
体
験
の
様
子 

「仕
事
を
語
る
会
」の
様
子 

構造解析 

予想値と
の比較 

データ比較 

1日目 
  9:00 装置の見学＆説明・事前調査発表
12:00 昼食 
13:00 グラニュー糖の分析 
    ・単結晶X線サンプリング 
    ・NMR測定     
15:00    解散 

2日目 
  9:00  ・単結晶X線解析 
     ・CHN分析(含有%計算) 
12:00 昼食 
13:00  ・CHN分析サンプリング&測定 
     まとめ 

15:00 解散    

 近隣の中学校で、職場体験の授業のひとつとして「仕事を語
る会」に声をかけていただいた。 
 色々な分野で活躍する技術職員の様子、機器分析に関する話
を、身近な体験を通して理解できるように努力した。 
 

  
班で話し合いをして全班意見を聞いてみた。 

（中学生の回答）   （私の問いかけ） 
「水に溶かす」    ← 「その場合はどういう条件で？」 
「顕微鏡で見る」 ← 「どういう違いが出る？」 
「燃やす」      ← 「どういう違いが出る？なぜ？」 
 その時の段階で、授業でどこまで習っているかを先生
に確認しながらクイズ形式で進めた。 

事前に子ども達から質問をもらっていた。 
その中で「面白い形の分子はありますか？」というのが
あったので、ストローとテグスで、フラーレンC60を作
成し、実際に触ったりしてもらった。 

 実験に慣れていない子供たちなので、いかに「想像」させ、
「体験」させ、一緒に「考える」ということが大切なのかが
よくわかる。 
 以下、実験を行った中学生からの感想の抜粋である。 

・丁寧に教えてくれたので、初めてで難しかったけれど 
 楽しく実験ができてよかった。 
・実はあまり理科は好きではなかったけれど、興味が持て  
 たので、ちょっと頑張って勉強してみようと思った。 
・理科の先生になる夢が一層強くなった。 
・難しくて疲れたけれど、楽しかった。 
・液体窒素の実験が面白かった。 
・X線の試料作製が、難しくて時間がかかったけれど、 
 ゆっくり待ってくれたので、できた時は嬉しかった。 

単結晶X線 

CHN分析 

NMR測定 
WEB上の
測定データ

を見る 

予想含有％
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サンプリング 
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サンプリング 
測定 
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